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ジ
ョ
ン
・
F
・
ハ
ウ
ズ

「
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
と
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
」
及
び

　
　
　
国
H
節
霞
・
国
H
涛
。
。
○
登
．
．
さ
黛
薦
さ
謡
ト
ミ
｝
ミ
、
日

　
　
　
　
　
匹
曾
黛
魯
ミ
謬
簿
。
ミ
§
含
鴇
勉
ミ
ミ
韓
織
。
遷
”
、

大

山

綱

夫

　
こ
の
書
評
の
目
的
は
、
M
・
B
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
編
、
細
谷
干
博
編

訳
「
日
本
に
お
け
る
近
代
化
の
問
題
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
）

第
四
部
「
新
し
い
価
値
観
と
古
い
価
値
観
」
に
収
め
ら
れ
た
、
ジ

ョ
ン
・
F
・
ハ
ウ
ズ
（
｝
O
げ
⇔
男
●
H
由
O
毛
①
ω
）
の
論
文
「
日
本
人
キ
リ
ス

ト
者
と
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
」
の
概
要
を
紹
介
し
、
か
れ
の
方

法
論
を
、
そ
の
背
景
に
あ
る
閃
目
時
麟
e
P
づ
同
砕
ω
o
静
．
、
《
o
§
頓
さ
嵩

ト
ミ
款
ミ
、
…
》
恥
ミ
魯
§
き
琴
。
ミ
ミ
含
賜
賊
偽
ミ
ミ
越
恩
。
遷
”
、

（
り
廟
O
≦
　
痩
○
巴
岸
　
　
H
り
笛
G
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
〉
と
比
較
し
な
が
ら
論
評
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
書
を
同
時
に
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
ハ
ウ
ズ
論
文
が
日
本

近
代
史
学
に
対
し
て
提
起
し
て
い
る
新
し
い
方
法
論
の
重
要
性
を

理
解
す
る
う
え
で
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
学
界
で
の
一
新
頷
向

を
知
る
う
え
で
意
義
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
ハ
ウ
ズ
は
、
現
在
、
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
　
コ
ロ
ン
ビ

ア
に
籍
を
置
き
、
特
に
隣
本
の
無
教
会
キ
ジ
ス
ト
教
運
動
に
関
心

を
そ
そ
い
で
い
る
日
本
史
研
究
者
で
あ
る
。
本
論
文
の
な
か
で
内

村
を
扱
っ
た
部
分
が
精
彩
を
放
っ
て
い
る
の
も
、
彼
の
無
教
会
へ

の
関
心
の
深
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
ま
ず
本
論
文

の
縁
的
及
び
内
容
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

　
ハ
ウ
ズ
は
、
研
究
の
鼠
的
を
「
キ
リ
ス
ト
教
の
使
信
と
そ
れ
を

芳
し
た
宣
教
師
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
者
に
な
っ
た
人
々
に
ど
う
い
う

心
理
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
」
、
す
な
わ
ち
　
「
改
宗
者
の
態
度
の

変
化
篇
に
す
え
、
同
時
に
「
近
代
化
の
過
程
に
お
け
る
パ
…
ソ
ナ
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リ
テ
ィ
の
発
展
」
に
か
か
わ
ら
せ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
日
本
の
近

代
化
の
過
程
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
と
、
そ
れ
に
伴
う
心

理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、

「
聖
人
の
肉
我
像
か
ら
み
る
と
き
、
近
代
化
は
こ
の
よ
う
な
（
封
文

化
的
落
差
に
起
因
す
る
自
己
卑
下
か
ら
の
離
脱
に
よ
る
…
評
者
）

個
人
的
自
己
確
信
の
達
成
を
意
味
す
る
」
と
い
う
の
が
、
か
れ
の

抱
く
仮
説
で
あ
る
。

　
ハ
ウ
ズ
ぱ
、
ま
ず
、
そ
の
研
究
目
的
に
ふ
さ
わ
し
く
、
一
八
七

〇
年
代
に
登
場
し
た
一
〇
名
の
人
物
に
つ
い
て
簡
単
な
伝
記
的
叙

述
か
ら
始
め
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
人
物
は
、
日
本
人
か
ら

は
海
老
名
弾
正
、
小
崎
弘
道
、
本
多
繕
一
、
植
村
正
久
、
内
村
鑑

　二

A
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
カ
…
チ
ス
・
ヘ
ボ
ン
、

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
バ
ラ
、
ル
ロ
イ
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
・
ク
ラ
…
ク
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
デ
ー
ヴ
ィ

ス
で
あ
る
。
か
れ
ら
に
関
す
る
叙
述
内
容
は
、
お
よ
そ
日
本
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
史
家
に
と
っ
て
は
常
識
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
特
刷

に
囚
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
「
ア
メ
リ
カ
人
の
場
合
も
、
日
本

人
の
場
禽
も
、
か
れ
ら
の
出
身
は
、
本
国
に
お
い
て
社
会
的
な
没

落
を
意
識
し
て
い
た
、
宗
教
的
に
は
保
守
的
な
集
団
で
あ
っ
た
」

こ
と
、
ま
た
「
こ
れ
ら
五
人
の
入
た
ち
（
1
ー
ア
メ
リ
ヵ
人
”
評
者
）
が

も
た
ら
し
た
信
仰
は
特
殊
な
種
類
の
も
の
で
…
…
こ
こ
に
は
ア
メ

リ
カ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
日
本
の
多
く
の
青
年
た
ち
が
感
じ
た
精

神
的
砂
漠
と
の
両
方
の
条
件
に
う
ま
く
適
合
し
て
い
る
信
仰
が
あ

っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
、
日
本
人
学
生
の
社
会
的
背
景
と
儒
教
的

背
景
、
及
び
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
信
仰
を
強
調

し
て
い
る
点
に
ぱ
注
臼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
、
ろ
う
。
な
ぜ

な
ら
、
自
己
卑
下
が
生
じ
、
そ
れ
が
克
服
さ
れ
て
膚
己
確
信
に
到

達
す
る
過
程
は
、
登
園
人
物
の
そ
う
し
た
背
景
の
な
か
で
、
説
得

力
豊
か
に
説
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
ハ
ウ
ズ
が
論
じ
る
の
は
、
日
本
人
学
生
の
精
神
論
に
お
け

る
再
生
、
回
心
、
依
存
及
び
脱
出
の
過
程
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
宣

教
師
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
信
仰
に
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
神
的

砂
漠
か
ら
導
き
出
さ
れ
、
精
神
的
再
生
、
さ
ら
に
は
回
心
を
経
験

す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
一
時
期
宣
教
師
に
対
す
る
一
種
の
精
神

的
依
存
関
係
の
な
か
に
置
か
れ
る
。
宣
教
師
を
通
し
て
、
か
れ
ら

が
知
る
の
は
先
進
西
欧
の
後
進
日
本
に
対
す
る
完
全
な
威
圧
で
あ

る
。
日
本
の
近
代
化
は
、
西
欧
の
圧
倒
の
下
で
始
ま
る
。
宣
教
師

の
近
く
に
い
る
か
れ
ら
は
、
他
の
臼
木
人
よ
り
も
は
る
か
に
強
度
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の
劣
等
感
と
自
己
卑
下
と
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
続
く
三
十
年

間
は
、
こ
の
自
己
卑
下
か
ら
の
脱
藩
の
努
力
の
時
期
と
な
る
。
し

か
し
、
や
が
て
自
己
の
能
力
に
対
す
る
確
信
が
湧
き
、
成
人
す
る

時
期
が
や
っ
て
く
る
。
「
隣
清
・
日
露
の
戦
争
と
日
英
岡
盟
は
外
国

に
お
け
る
日
本
の
威
信
を
ま
し
、
国
罠
全
体
に
近
代
化
と
い
う
翻

標
に
到
達
し
た
と
い
う
確
信
を
与
え
た
。
わ
れ
わ
れ
の
類
比
か
ら

す
れ
ば
か
れ
ら
は
成
人
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
平
行
す
る
発

展
が
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
と
宣
教
師
と
の
間
に
も
起
っ
た
。
」
　
か

く
し
て
、
か
つ
て
学
生
だ
っ
た
日
本
博
キ
リ
ス
ト
者
も
成
熟
し
、

南
己
確
信
に
到
達
す
る
。
し
か
し
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
が
一
般

に
は
成
熟
し
た
と
い
っ
て
も
、
成
熟
度
に
個
人
差
は
残
っ
た
。

　
ハ
ウ
ズ
が
「
緩
慢
な
る
成
熟
者
」
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
内

村
鑑
三
で
あ
る
。
内
村
ぱ
五
人
の
う
ち
最
も
遅
く
成
熟
す
る
。
ハ

ウ
ズ
は
内
村
を
懐
疑
的
で
敏
感
な
青
年
に
似
せ
て
論
じ
て
い
る
。

ハ
ウ
ズ
の
内
村
へ
の
関
心
は
、
専
ら
膏
年
内
村
で
あ
る
。
内
村
の

影
響
力
が
、
他
の
キ
リ
ス
ト
者
よ
り
も
強
い
理
由
と
し
て
、
ハ
ウ

ズ
は
、
　
「
内
村
は
キ
リ
ス
ト
教
に
團
心
し
た
人
の
自
我
像
の
問
題

の
微
妙
な
点
に
触
れ
る
」
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
さ
ら
に
、
門
広
い
意
味
に
お
い
て
、
そ
れ
は
、
そ
の
人
が
生
ま
れ

な
が
ら
に
属
す
る
国
家
や
文
化
の
要
求
と
、
そ
の
人
が
自
分
の
自

由
意
志
か
ら
採
用
す
る
宗
教
の
要
求
と
の
関
係
の
問
題
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

と
説
明
す
る
。
青
年
内
村
の
悩
み
は
、
い
か
に
し
て
「
一
箇
の
人

跡
」
と
な
る
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
か
れ
の
選
ら
ぶ
道
は
、
「
自

己
の
原
理
を
妥
協
さ
せ
る
こ
と
を
拒
む
こ
と
に
よ
っ
て
一
箇
の
人

間
と
な
る
」
こ
と
な
の
で
あ
．
る
。
ま
さ
に
こ
の
ゆ
え
に
、
か
れ
の

悩
み
は
解
決
さ
れ
ず
、
圏
的
は
達
成
さ
れ
な
い
。
か
れ
が
他
の
四

人
の
蹟
本
人
キ
ジ
ス
ト
者
の
ご
と
く
成
熟
す
る
の
は
、
や
っ
と
晩

年
に
な
っ
て
、
植
村
に
遅
れ
る
こ
と
十
五
年
照
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
成
熟
も
一
見
安
定
し
て
は
い
る
が
、
か
れ
の
弟
子
た
ち
の
行

動
を
見
る
と
、
か
り
そ
め
の
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
論
じ
来
っ
た
と
こ
ろ
が
ら
、
並
木
キ
リ
ス
ト
教
史

の
三
つ
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
な
ぜ
例
外
的
な
能
力
の
あ
る
人
物

が
キ
リ
ス
ト
者
と
な
っ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
階
本
人
キ
リ

ス
ト
者
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
な
っ
た
か
、
な
ぜ
内
村
の

弟
子
た
ち
だ
け
が
戦
時
下
及
び
戦
後
の
国
家
に
対
し
て
断
乎
た
る

批
判
者
に
な
り
得
た
の
か
の
開
題
に
対
し
て
解
答
が
与
え
ら
れ
る

と
、
ハ
ウ
ズ
ぱ
考
え
る
の
で
あ
る
。
本
論
文
の
最
後
の
と
こ
ろ
に

は
、
後
進
国
の
近
代
化
に
際
し
て
、
先
進
騒
の
取
る
べ
き
心
構
え
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の
ご
と
き
も
の
が
、
研
究
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
教
訓
と
し
て
語
ら

れ
て
い
る
。

　
以
上
が
ハ
ウ
ズ
論
文
の
概
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
注
目
に
書

す
る
新
し
さ
が
あ
る
。
研
究
対
象
に
な
っ
て
い
る
日
本
人
五
名
及

び
ア
メ
リ
カ
人
署
名
は
。
　
い
ず
れ
も
よ
く
知
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
者

で
あ
り
、
登
場
人
物
に
関
す
る
限
り
、
目
新
し
い
も
の
は
な
い
。

ま
た
、
用
い
ら
れ
て
い
る
史
料
も
ほ
と
ん
ど
基
本
的
な
も
の
で
あ

る
。
本
論
丈
の
新
し
さ
は
、
既
知
の
人
物
の
取
り
上
げ
方
と
既
知

の
史
料
の
用
い
方
、
分
析
の
仕
方
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
方
法
論
に

あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
エ
リ
ク
ソ
ン

の
ル
タ
ー
研
究
の
場
合
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
方
法
論
と
は
、
歴
史
学
に
お
け
る
心
理
学
的
方
法
論
、
さ

ら
に
限
定
す
れ
ば
、
エ
リ
ク
ソ
ソ
の
場
合
に
は
そ
の
副
題
が
示
す

よ
う
に
、
歴
史
学
に
お
け
る
精
神
分
析
的
方
法
論
と
呼
ぶ
こ
と
が

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
き
よ
う

　
心
理
学
の
発
達
に
伴
っ
て
、
い
か
な
る
個
人
と
い
え
ど
も
、
他

の
人
間
と
同
じ
よ
う
な
精
神
発
達
の
法
則
に
従
い
、
ま
た
、
そ
の

法
則
の
普
遍
性
は
、
ま
す
ま
す
確
か
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
法
則
性
に
は
、
留
保
を
残
す
立
場
か

ら
で
も
、
人
間
の
精
神
現
象
は
学
問
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
心
理
学
か
ら
、
人
間
を
対
象
と
し
、
内
部
で
法
則
性
樹

立
の
可
否
を
問
題
に
す
る
歴
史
学
が
、
な
ん
ら
か
の
補
助
学
的
援

助
を
受
け
う
る
こ
と
は
、
予
想
で
き
る
こ
と
で
は
あ
っ
た
。
し
か

し
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
、
専
ら
心
理
学
者
が
歴
史
上
の
特
異

な
人
物
を
、
そ
の
歴
史
的
性
格
を
捨
象
し
て
「
患
者
」
と
し
て
考

察
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
歴
史
学
者
が
心
理
学
の
成
果
を
補
助

学
な
い
し
は
方
法
論
と
し
て
用
い
た
と
い
う
例
は
、
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
歴
史
学
者
ハ
ウ

ズ
の
方
法
論
、
ま
た
歴
史
上
の
人
物
の
歴
史
性
に
関
心
を
そ
そ
ぐ

心
理
学
者
エ
リ
ク
ソ
ン
の
方
法
論
は
、
注
目
に
値
す
る
の
で
あ
る
。

　
歴
史
上
の
人
物
に
関
す
る
、
従
来
の
心
理
学
的
研
究
の
典

型
的
一
例
は
、
ω
戯
ヨ
巨
篇
閃
話
巳
⇔
ロ
目
零
臼
㌶
ヨ
ρ
じ
d
巳
津
礎

．
、
槽
ぎ
ミ
毯
琴
。
駄
、
o
起
ヨ
N
8
謡
》
協
㌧
超
簿
o
N
o
讐
ミ
N
防
ミ
＆
．
、

（回

t
O
昌
山
O
⇔
》
　
H
⑩
①
刈
）
（
岸
田
秀
訳
、
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
七
〇
年
）
に
見
ら

れ
る
。
フ
ロ
イ
ト
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
第
二
十
八
代
大
統
領
ウ
ィ
ル

ソ
ン
の
生
涯
を
、
人
間
の
精
神
生
活
に
お
け
る
力
、
リ
ビ
ド
…
で
も

っ
て
説
明
す
る
。
か
れ
ら
に
と
っ
て
は
、
リ
ビ
ド
…
が
個
人
を
動

か
し
、
歴
史
を
動
か
す
と
い
う
こ
と
は
動
か
し
が
た
い
命
題
で
あ

一　43　一



る
。
例
え
ば
、
こ
の
書
の
な
か
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
ア

メ
リ
カ
の
参
戦
の
経
過
は
、
専
ら
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
幼
児
期
の
経

験
に
起
因
す
る
救
世
主
キ
リ
ス
ト
と
の
同
一
視
、
す
な
わ
ち
平
和

を
も
た
ら
す
者
と
の
同
一
視
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
．

る
。
こ
こ
で
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
い
う
個
人
と
ア
メ
リ
カ
と
い
う

歴
史
筏
会
は
、
無
関
係
の
ご
と
く
に
、
あ
る
い
は
関
係
が
あ
っ
て

も
木
質
豹
に
は
静
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
精
神
生
活
の
ほ
と
ん
ど
が
幼
児
期
を
も
っ

て
終
結
す
る
と
は
考
え
な
い
エ
ジ
ク
ソ
ン
は
、
フ
p
イ
ト
の
ご
と

く
幼
児
期
の
経
験
を
特
燐
に
強
調
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
の
ち
の
公

生
涯
の
一
切
を
説
明
し
尽
す
と
い
う
立
場
は
と
ら
な
い
。
歴
史
学

は
、
フ
ロ
イ
ト
が
伝
記
と
い
う
領
域
に
入
っ
て
き
て
も
、
人
間
関

係
を
単
に
生
物
学
的
欲
求
交
換
関
係
と
し
か
考
え
な
い
限
り
、
ま

た
歴
史
性
を
捨
象
す
る
蒙
り
、
歴
史
学
へ
の
貢
献
と
は
受
け
取
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
で
は
聖
誕
は
あ
く
ま
で
も
生

物
学
・
医
学
・
心
理
学
の
対
象
で
あ
っ
て
、
歴
史
学
の
対
象
と
は

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
一
方
、
従
来
の
歴
史
学
は
、
個
人
へ
の
関
心
を
幼
児
期
に
で
は

な
く
、
公
生
涯
に
そ
そ
い
で
き
た
。
公
生
涯
と
の
際
連
に
お
い
て
、

史
料
繰
作
を
行
な
っ
て
き
た
。
聖
人
が
研
究
対
象
と
な
る
際
、
か

れ
の
公
の
、
確
定
し
た
思
想
や
儒
学
を
語
る
史
料
に
よ
っ
て
、
か

れ
は
再
構
成
さ
れ
て
き
た
。
心
国
学
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
フ

ロ
イ
ト
左
派
（
新
フ
μ
イ
ー
・
派
）
に
罵
す
る
エ
！
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム

（国

剩
､
牢
。
諺
厳
〉
ら
は
、
フ
ロ
イ
ト
に
対
す
る
反
動
か
ら
、
公
生

涯
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
フ
ロ
ム

は
、
「
フ
ロ
イ
ト
は
歴
史
と
い
う
も
の
を
、
照
会
的
に
は
規
定
さ
れ

な
い
心
理
的
要
素
の
結
果
で
あ
る
と
説
明
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は

そ
れ
に
強
く
反
対
す
る
。
」
と
詞
ω
8
℃
Φ
ヰ
○
諺
気
層
＆
o
ヨ
（
Z
①
芝

《
o
葺
H
㊤
母
）
（
日
高
六
郎
訳
、
創
元
叛
社
、
…
九
鶯
一
年
）
の
な
か
で
い

っ
て
い
る
。

　
エ
リ
ク
ソ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
幼
児
期
重
規
の
フ
ロ
イ
ト
と
も
、

ま
た
、
公
生
涯
重
規
の
人
々
と
も
異
な
っ
た
角
度
か
ら
歴
史
上
の

人
物
を
考
察
す
る
。
フ
ロ
イ
ト
心
理
学
の
な
か
で
、
　
一
九
二
〇
年

以
降
発
達
し
て
き
た
と
い
わ
れ
る
臼
我
心
理
学
の
研
究
者
た
る
エ

　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　
　
　
の
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
ク
ソ
ン
は
宗
教
改
革
渚
に
な
る
前
の
ル
タ
ー
、
す
な
わ
ち
青
年

期
の
ル
タ
ー
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
。
こ
の
時
期
ぱ
、
フ
ロ
イ
ト
や

公
生
涯
重
視
の
人
々
が
、
看
過
す
る
か
、
酒
過
し
や
す
い
時
期
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
宗
教
改
革
者
ル
タ
…
で
は
な
く
て
、
宗
教
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改
革
者
に
な
る
前
の
ル
タ
ー
で
あ
る
。
青
年
期
は
、
エ
リ
ク
ソ
ン

に
よ
れ
ば
、
社
会
人
と
し
て
の
自
我
が
形
成
さ
れ
る
時
期
で
あ
り
、

真
の
自
己
の
嬢
①
緊
坤
団
（
同
一
性
、
統
合
性
、
価
値
、
そ
の
他
い
く
つ
か

の
訳
語
が
使
わ
れ
て
い
る
）
が
確
立
す
る
時
期
で
あ
る
。
か
れ
は
、
ア

ン
ナ
、
フ
ロ
イ
ト
（
㌧
r
昌
口
口
同
君
①
餌
侮
）
の
自
我
の
防
衛
機
構
及
び
適

応
機
構
の
理
論
を
用
い
て
、
自
我
の
形
成
期
の
ル
タ
…
を
、
中
世

　
　
　
　
　
　
サ
　
　
の
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
近
代
へ
の
歴
史
的
相
伴
事
情
（
眠
。
。
8
嵩
。
巴
8
降
。
o
巨
露
口
8
）

の
な
か
で
考
察
す
る
の
で
あ
る
。
青
年
ル
タ
ー
は
、
悩
み
つ
つ
成

人
し
、
や
が
て
か
れ
の
う
ち
に
は
安
定
し
た
完
全
さ
と
受
容
力
と

が
見
ら
れ
る
に
至
る
。
外
側
で
は
、
中
世
か
ら
近
代
へ
と
時
代
が

進
む
。

　
ハ
ウ
ズ
の
方
法
論
は
、
エ
リ
ク
ソ
ン
の
そ
れ
に
倣
っ
た
も
の
で

あ
る
。
ハ
ウ
ズ
の
場
合
に
は
、
文
化
的
落
差
に
起
因
し
、
敵
意
の

裏
返
し
と
も
い
え
る
と
こ
ろ
の
慮
己
卑
下
に
悩
み
、
や
が
て
そ
こ

か
ら
精
神
的
に
脱
出
す
る
ま
で
の
、
す
な
わ
ち
精
神
的
に
成
熟
す

る
ま
で
の
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
を
、
日
本
の
近
代
化
と
い
う
歴

史
的
相
伴
事
情
の
中
で
考
察
し
よ
う
と
試
み
る
の
で
あ
る
。
エ
リ

ク
ソ
ン
が
焦
点
を
当
て
る
時
期
の
ル
タ
ー
は
、
箆
①
馨
圃
蔓
。
臨
ω
置

に
悩
む
。
己
①
単
寧
蔓
の
危
機
と
は
、
「
自
分
は
誰
か
」
と
い
う
問
題

の
危
機
で
あ
る
。
自
分
は
一
体
何
者
な
の
か
。
こ
こ
を
通
ら
ず
し

て
、
ひ
と
は
成
熟
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ハ
ウ
ズ
が
描
く
内
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

は
、
「
馬
鹿
正
直
と
い
え
る
ほ
ど
の
態
度
で
」
、
「
一
箇
の
人
閥
」
と

な
る
た
め
に
悩
む
。
　
一
個
の
人
間
と
な
っ
て
い
な
い
自
分
は
、
一

体
何
者
な
の
か
。
エ
リ
ク
ソ
ン
に
従
え
ば
、
ル
タ
ー
は
、
や
が
て

箆
①
緊
騨
団
。
鼠
ω
置
に
打
ち
勝
ち
、
。
。
①
曝
艮
①
α
Q
鑓
鋤
。
潟
（
野
晒
完
成
、
虚

己
確
立
、
そ
の
他
い
く
つ
か
の
訳
語
が
使
わ
れ
て
い
る
）
を
な
し
遂
げ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
つ
　
　
　
　

人
間
と
な
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
も
そ
こ
に
生
じ
る
。
ハ

ウ
ズ
の
描
く
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
は
、
日
本
の
近
代
化
と
平
行
的

に
、
己
窪
昏
団
。
は
。
・
δ
に
打
ち
勝
ち
、
成
熟
す
る
。
内
村
も
遅
れ

は
す
る
が
、
や
が
て
成
熟
し
、
安
定
と
受
容
力
と
を
己
が
も
の
と

す
る
に
至
る
。

　
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
エ
リ
ク
ソ
ン
も
ハ
ウ
ズ
も
自
我
心

理
学
の
成
果
を
、
大
胆
に
歴
史
学
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

自
我
心
理
学
に
拠
っ
て
、
歴
史
的
個
人
の
自
我
の
発
達
に
か
か
わ

る
問
題
を
究
明
し
、
同
時
に
そ
れ
を
歴
史
的
相
伴
事
情
の
な
か
で

考
察
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
論
で
も
っ

て
歴
史
学
の
全
課
題
が
処
理
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
こ
と
は
充
分
予

想
さ
れ
る
。
こ
の
方
法
論
の
強
さ
と
弱
さ
と
は
、
そ
れ
が
専
ら
伝
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記
な
い
し
は
そ
れ
に
関
連
し
た
領
域
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
と
こ

ろ
に
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
勿
論
、
歴
史
的
枳
伴
事
清
を
考

察
す
る
際
に
は
、
従
来
の
歴
史
学
の
方
法
論
や
成
果
に
大
い
に
頼

る
し
、
ま
た
、
伝
記
を
充
笑
さ
せ
う
る
個
人
を
対
象
と
す
る
際
に

は
、
個
人
の
生
涯
に
隈
定
さ
れ
な
い
広
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を

提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
事
実
、
エ
リ
ク
ソ
ン
の

ル
タ
ー
も
、
ハ
ウ
ズ
の
十
人
の
登
場
人
物
も
、
読
者
に
そ
う
し
た

広
い
パ
…
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
ぱ
、
こ
の
よ
う
な
方
法
論
が
歴
史

学
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
有
力
な
方
法
論
と
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ハ
ウ
ズ
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
、
こ
の

方
法
論
は
日
本
の
歴
史
学
界
に
も
議
論
を
呼
ぶ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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